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なかなかみんなとあえないですね。いちにちもはやくコロナウイルスがすくなくなっていきますように

いのりたいですね。 

 
 

「そのとき」おもいひふびょうをわずらっているひとがイエスのところにきてひざまずいてねがい、「みこころならば、

わたしをきよくすることがおできになります」といった。イエスがふかくあわれんで、てをさしのべてひとにふれ「よろ

しい。きよくなれ」といわれると、たちまちおもいひふびょうはさり、そのひとはきよくなった。イエスはすぐにそのひと

をたちさらせようとし、きびしくちゅういして、いわれた。「だれにも、なんにもはなさないようにきをつけなさい。た

だ、いってさいしにからだをみせ、モーセがさだめたものをきよめのためにささげて、ひとびとにしょうめいしなさい」

しかしかれはそこをたちさると、おおいにこのできごとをひとびとにつげ、いいひろめた。それで、イエスはもはやこ

うぜんとまちにはいることができず、まちのそとのひとのいないところにおられた。それでもひとびとはほうぼうから 

イエスのところにあつまってきた。 

 

 
きゅうやくせいしょ（レビ １３・４５～４６）には、おもいひふびょうにかかったひとがどうすればいいかとかい

てあります。 

 

おもいびょうきのひとは、ひとにあうことができない、もしぐうぜんにひととであったら「わたしは、けがれたも

のです」とさけんでいわなければならなかった、まちのなかにすむことができず、いつもひとりでさびしくすごさな

ければならなかった。 

このおそろしいびょうきはなおるほうほうも、くすりもなかった。いまは「ハンセン」といういおしゃさまがくすりを

みつけて、なおるようになりました。それでいまは、そのびょうきを「ハンセンしびょう」というようになりました。 

 

おもいひふびょうのひとはつらかったでしょう。みんなからきらわれて、のけものにされて、だれもともだちに

なってくれなくて、しあわせがあるはずがない、そうおもってどれひどさびしかったでしょう。 

だからイエスさまにあったとき、なんとかしてもらいたいとおもってひざまずいて、「わたしのきもち、このわたし

のよわさ、このわたしのくるしみをわかっているイエスさまに「みこころ（おのぞみ）ならば、わたしをきよくするこ

とがおできになります」といいました。 イエスさまはふかくあわれんで、「わたしはのぞむ」「よろしいきよくなれ」 

といわれました。 

 

イエスさまはびょうきをなおすちからをもっています。イエスさまのこころはあわれみのこころで、やさしいここ

ろで、おもいひふびょうのひとにてをだしてそのひとのてをとって、そのひとに｛わたしはのぞむ、きよくなれ｝。と

いわれたのです。 

 

 イエスさまはだれにもいわないようにといわれたのに、そのひとはあまりにもよろこんだので、じぶんがなお

ったことをみんなにしらせた。もうみんなとあうことができる、イエスさまのおかげでもうさびしくないので、だま

ることができなかった。 

 

いまも、さびしくまいにちをすごしているひとがいます。そのひとびとのためにイエスさまにおねがいしていの

りましょうね。 

 


